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カーボンニュートラルの時代に向けた
次世代モビリティへの新たなソリューション提案

9
8
0
M
Pa
級
熱
延
ハ
イ
テ
ン
な
ど
の
超
高

強
度
鋼
板
で
す
。こ
の
よ
う
な
ハ
イ
テ
ン
メ
ニ
ュ
ー

の
実
用
化
と
構
造
・
工
法
提
案
に
よ
り
、
鋼
製

自
動
車
ボ
デ
ィ
ー
の
30
％
軽
量
化
を
可
能
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
車
と
同
等
の

質
量
で
あ
り
、
よ
り
高
い
衝
突
安
全
性
能
も
実

現
す
る
も
の
で
す
。
車
体
の
軽
量
化
は
燃
費
の

向
上
に
つ
な
が
り
、
C
O
2
の
削
減
に
貢
献
し
ま

す
。
ま
た
、
使
用
す
る
鉄
鋼
素
材
も
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
走
行
中
に
加
え
て
、
製
造

時
も
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
C
O
2
削

減
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
素
材
メ
ー
カ
ー
は
、
材
料
開
発
を

中
心
と
し
た
技
術
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

自
動
車
の
新
し
い
機
能
や
役
割
、
使
わ
れ
方

に
も
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｃ
で
は
、
材
料
開
発
に
加

え
、
構
造
・
機
能
設
計
、
工
法
開
発
、
性
能
評

価
と
い
う
基
軸（
図
1
）か
ら
ク
ル
マ
づ
く
り
に

次
世
代
鋼
製
自
動
車
開
発
に

貢
献
す
る
総
合
力

日
本
製
鉄
は
、
2
0
2
0
年
中
長
期
経
営
計

画
で「
つ
く
る
力
を
鍛
え
、
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
捉

え
、
鉄
を
極
め
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
打
ち

出
し
ま
し
た
。
N
S
A
C
は
、
そ
れ
を
自
動
車

分
野
で
具
現
化
す
る
た
め
の
新
た
な
提
案
で
す
。

「
車
体
軽
量
化
の
ニ
ー
ズ
は
従
来
か
ら
あ
り

ま
す
が
、
軽
量
化
は
走
行
時
に
加
え
車
体
製
造

時
の
C
O
2
排
出
削
減
に
も
貢
献
で
き
る
た
め
、

近
年
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
衝
突
安
全
性
で
は
、
そ
の
評
価
方
法
が

多
角
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
材
料
強
度
や
構
造
設
計
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」（
江
尻
満
室
長
）

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
が
車
体
用
の

1
4
7
0
M
Pa
級
ハ
イ
テ
ン
や
2
・
0
G
Pa

級
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
プ
材
、
シ
ャ
シ
ー
用
の

日本製鉄は、自動車車体の軽量化や衝突安全ニーズの高まり、電動車の普及などに対応していくため、研究開発を
加速させ、素材提案にとどまらない次世代鋼製自動車コンセプト「NSafe®-AutoConcept（NSAC）」を進化させています。
カーボンニュートラルの時代に向けた、多種多様な次世代モビリティの開発・製造に貢献していきます。

図1　NSACの概念図

次世代自動車開発に貢献する日本製鉄の総合力
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電
動
車
向
け
N
S
A
C
×
E
V

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｃ
を
電
動
車
向
け
に
最
適

化
し
た
も
の
が
、「N

Safe
®-AutoConcept 

xEV

（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｃ
×
Ｅ
Ｖ
）」で
す
。

「
電
動
車
、
特
に
Ｅ
Ｖ
で
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
大

型
化
に
よ
っ
て
、安
全
性
・
性
能
・
コ
ス
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
従
来
の
ク
ル
マ
づ
く
り
と
異

な
る
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
バ
ッ
テ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
セ
ル
ケ
ー

ス
な
ど
に
は
多
く
は
ア
ル
ミ
素
材
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
を
鉄
鋼
材
料
に
変
え
る
こ
と
で
、

同
等
重
量
で
性
能
向
上
、
安
全
性
の
向
上
な
ど

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
モ
ー
タ
ー（
図
3
・

4
）の
高
効
率
化
で
は
、
電
磁
鋼
板
が
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
」（
江
尻
室
長
）

電
動
車
向
け
モ
ー
タ
ー
に
要
求
さ
れ
る
特
性

は「
高
効
率
」「
高
ト
ル
ク（
※
1
）」「
高
回
転
」で
、

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
鋼
材
特
性
は「
低
鉄
損
」「
高

磁
束
密
度（
※
2
）」「
高
強
度
」が
求
め
ら
れ
ま
す
。

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
特
設
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
イ
ト『N

IPPO
N
 STEEL AU

TO
M
O
BILE 

O
N
LIN

E LAB

』（
図
2
）を
開
設
し
ま
し
た
。
日

本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
が
提
案
す
る
先
進
商
品
・
技

術
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
か
ら
の
ご

相
談
事
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
客
様
の
ご
要
望
に
対
し
最
適
な
提
案
を
行
っ

て
い
き
ま
す
」（
江
尻
室
長
）

日
本
製
鉄
の
無
方
向
性
電
磁
鋼
板
は
、
相
互
に

背
反
関
係
に
あ
る
こ
の
3
特
性
を
高
次
元
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
両
立
さ
せ
、
電
動
車
向
け
モ
ー
タ
ー

の
高
性
能
化
、
さ
ら
に
は
C
O
2
削
減
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
製
鉄
は
、
電
動
車
の
モ
ー
タ
ー
に
不
可

欠
な
電
磁
鋼
板
の
需
要
拡
大
・
性
能
向
上
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
さ
ら
な
る
能
力
・
品
質
向
上

に
資
す
る
設
備
の
増
強
を
九
州
製
鉄
所
八
幡
地
区
、

瀬
戸
内
製
鉄
所
広
畑
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
高
効
率
モ
ー
タ
ー
を
実
現

す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
電
磁
鋼
板
の
開
発
に

日
々
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
大
畑
喜
史
室
長
）

電
動
車
の
分
野
で
も
、
設
計
、
加
工
、
評
価

を
一
貫
し
て
行
う
N
S
A
C
×
E
V
を
適
用
す

る
こ
と
で
、
安
全
で
性
能
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン

ス
に
優
れ
た
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

少
量
多
品
種
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

自
動
車
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
な
か
、
自
動
車
の
構
造
に
つ
い

て
の
要
求
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

「
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
は
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
※
3
）に
よ
り
、
用
途
に
応
じ
た

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
車
体
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自

動
車
は
、
大
量
生
産
で
は
な
く
多
品
種
少
量
生

産
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
生

産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
が
、『N

Safe
®-

AutoFram
eConcept（

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｃ
）（
図
5
）』

で
す
」（
江
尻
室
長
）

N
S
A
F
C
で
は
プ
レ
ス
加
工
し
た
鋼
板
で

は
な
く
、
鋼
管
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
金
型
や

溶
接
を
減
ら
し
、
短
工
期
・
低
コ
ス
ト
で
多
種

多
様
な
車
体
の
開
発
・
製
造
を
実
現
す
る
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
3
次
元
の
骨
格
を
用
い
た
車

体
構
造
で
あ
る「
ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
構
造
」は
、

従
来
の
モ
ノ
コ
ッ
ク
構
造
に
勝
る
剛
性
が
あ
り
、

大
幅
な
軽
量
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
N
S
A
C
の
活
用
を
通
じ
て
、

C
O
2
削
減
や
車
体
の
安
全
性
向
上
を
実
現
し
、

国
連
で
採
択
さ
れ
た
S
D
G
s
の
実
現
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

※1　トルク：物体を回転させる力。　　　　
※2　磁束密度：電磁鋼板の特性を表す指標の1つ。磁束密度が高い電磁鋼板は、磁化されやすく一般に良い材料とされる。
※3 MaaS：Mobility as a Serviceの略で、情報通信技術を活用してマイカー以外の移動をシームレスにつなぐサービス。

日本製鉄（株）
電磁鋼板技術室
大畑 喜史 室長

日本製鉄（株）
自動車鋼板商品技術室
江尻 満 室長 図5　NSAFCのコンセプト模型

図2  NIPPON STEEL AUTOMOBILE ONLINE LAB

図4　
モーターカットモデル

図3　
モーター搭載図（CG）

「日本製鉄の電磁鋼板」詳細はこちらをご覧ください。
『季刊 ニッポンスチール』Vol.04（2020年3月）

詳細はこちらをご覧ください。




